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低管電流撮影・フル再構成による前向き心電図同期320列面検出器CT冠動脈血管造影 

 

背景：CCTAでは通常 Half再構成が用いられるが，Full再構成ができれば低管電流撮影により同等の画像ノイズで被ばくを低

減できる可能性がある．そこで，320 ADCT(最速 0.35s/r)を用いた低管電流撮影・Full 再構成法の画質と被ばく低減効果につ

いて検討した．方法：緩速流入期(SF)はSF = -362 + 0.742(RR-PQ), r=0.915, P＜0.0001の高い正相関を示し，-95% Prediction

はSF=-443+0.742(RR-PQ)に近似した．この式からSFが350msecより長い (RR-PQ)≧1069msであった11例を対象とし，通常の

管電流 (100%mA)の50%mAで撮影し，Half再構成(50%mA H)とFull再構成(50%mA F)で画像作成した．マッチド・ペア法で選択

した通常管電流 (100%mA)で撮影しHalf再構成した11例(100%mA H)を対照とし，画像ノイズ，静止状態，被ばく線量を比較し

た．結果：Ao，LA，LVにおけるCT値は3群間で有意差を認めなかった． SD値は50%mA H，50%mA F，100%mA HでAo: 28.1±

2.6HU，20.3±1.9HU，20.7±2.5HU，LA : 34.4±4.4HU，24.9±2.8HU，24.9±3.1HU，LV: 29.7±2.3HU，21.7±1.9HU，22.1

±2.3HUとすべての計測部位において50%mA Hと50%mA Fの間に有意差を認めたが50%mA Fと100%mA Hの間には差を認めなか

った．また50%mA Fと100%mA Hの間で静止状態に差を認めず，50%mAで撮影した11例のDLP 74.1±21.8mGy・cmは100%mAで

撮影した11例の161.9±28.9mGy・cmより有意に低値だった．結論：徐脈例にしか適用できないが，50% mA Fは100% mA Hと

同等の画像ノイズと静止画像が得られ，被ばく量を半減できた． 
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